
令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

目
標

1,000 団
体

1,000 団
体

実
績

707 団
体

903 団
体

達
成
率

70.7 ％ 90.3 ％

目
標

70,000 人 70,000 人

実
績

41,022 人 54,265 人

達
成
率

58.6 ％ 77.5 ％

目
標

30,000 人 30,000 人

実
績

31,137 人 19,578 人

達
成
率

103.8 ％ 65.3 ％

目
標

500,000 人 500,000 人

実
績

510,063 人 398,883 人

達
成
率

102.0 ％ 79.8 ％

【評価理由】
　常設展やプラネタリウムを
中心に約40万人の来館者数を
確保した一方、未来の人材育
成に資するクラブ活動、講座
等参加者は63,702人で目標の
50,000人を上回る成果を上げ
ており「順調」と判断。

【課題】
　平日の集客増のため団体客
のさらなる利用促進を図る。
また、魅力的な企画展の開
催、イベントの充実、SNS等
による効果的な広報などに取
り組む。

483,056

年間来
館者数
50万人
（毎年
度）

―年間来館者数

　科学・技術への
興味・関心を高め
る科学館とするた
め、様々な来館者
増に向けた取組を
行うもの。取組の
一環として、教職
員や子ども達へ講
座やクラブ活動等
を行い、技術系人
材の育成を図る。

子ど
も家
庭局
科学
館

北九州市科学
館スペース
LABO運営経費

❹
⑨

3

Ⅰ-2-
(2)-①
成長産
業を支
える高
度人材
の育成

順調

1,186

施策番号
・施策名

1

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

2

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

Ⅰ-1-
 (2)-⑤

子ども
の特性
を伸ば
す教育
の充実

❹
⑰

評価の理由
R5年度

順調

　新型コロナウイルス感染症
が5類に移行したことや入館等
の制限がなくなったことによ
り、学校団体数・学校関係入
館者数ともに令和4年度と比
べ、増加したことから「順
調」と判断。

順調

　科学館（スペースLABO）の
常設展示室・プラネタリウ
ム・各種事業等の運営を通じ
て、教育普及及びにぎわいづ
くりにおける一定の役割を果
たしたため「順調」と判断。

　入館者数は令和4年度を下
回ったものの、ゆかりの文学
者や著名な絵本作家、世界文
化遺産など、多彩な企画展を
実施できたため、「順調」と
判断。

順調

順調

博物館セカン
ドスクール事
業

【評価理由】
　博物館について、学校団体
誘致数・学校関係入館者数は
目標に達しなかったが、いず
れも令和4年度実績数を大きく
上回った。
　文学館についても、入館者
数は目標に達しなかったが、
様々な企画展を開催できてい
ることから、「順調」と判
断。

【課題】
　博物館は、コロナ禍以前の
水準に戻せるよう、誘致活
動、イベント参加等の広報活
動を充実させる必要がある。
　また、文学館については、
魅力ある企画展の開催や研究
事業の効果的な企画実施な
ど、市民へ彩りある時を提供
する。

128,000

旧所管
課名

　北九州市ゆかり
の文学者の業績を
企画展等で紹介す
るとともに、本市
の文芸の振興に功
績のあった文学者
を市内外に発信す
る。

❹
⑰

人件費
（目安）

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文学
館

R5年度

17,921

主要
事業
所管
課名

科学
館普
及課

551,120 472,889

1,351

70,000
人

以上
(毎年
度)

文学館普及研
究費

78,290
人

(H24年
度)

学校関係入館者
数

学校団体誘致数

1,116団
体

(H24年
度)

　博物館を第二の
学校と位置づけ、
修学旅行・社会見
学など学校教育の
一環として、子ど
もたちの博物館利
用の促進を図る。

10,741
人(H23
年度)

R4年度 R5年度

入館者数

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

文学
館

市民
文化
ス
ポー
ツ局
自然
史・
歴史
博物
館普
及課

局施策評価の理由及び課題
R5年度

1,143

30,950

R4年度

1,000団
体以上
(毎年
度)

17,613

30,000
人

(毎年
度)

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善

20,575

【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

16,075

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

154



令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

17 団
体

17 団
体

実
績

14 団
体

15 団
体

達
成
率

82.4 ％ 88.2 ％

目
標

87 ％ 87 ％

実
績

87 ％ 78 ％

達
成
率

100.0 ％ 89.7 ％

目
標

65 ％ 65 ％

実
績

76 ％ 82 ％

達
成
率

116.9 ％ 126.2 ％

16団体
(H26年
度)

17団体
(毎年
度)

87％
(R5年
度)

響ホール事業・
響ホール自主事
業入場率

56％
(H21年
度)

95％
(H21年
度)

65％
(R5年
度)

順調 【評価理由】
　北九州芸術劇場、響ホール
は自主事業の実施により文化
芸術を発信し、本市の文化振
興に寄与した。
　北九州国際音楽祭は、高い
満足度を維持している。
　映像製作誘致強化関連事業
は、高い認知度を維持し続け
ていること、また、都市ブラ
ンドとして「映画の街・北九
州」を広めたいと思う市民の
割合について目標を大きく上
回った。
　松永文庫は、来館者の目標
を達成できなかったが、令和4
年度実績を大きく上回った。
　以上のことから、「順調」
と判断。

【課題】
　北九州芸術劇場、響ホール
では、引き続き高い入場率に
つながる魅力的な自主事業を
実施していくとともに、にぎ
わいづくりにつなげていくこ
とが重要と考える。
　映像製作誘致強化関連事業
は、今後の旅行需要のさらな
る回復に向け、いかに知名度
のある海外作品の誘致を行
い、本市の魅了を海外に発信
し、インバウンドを獲得して
いくかが課題である。
　松永文庫は、新しいター

11,050

順調

【評価理由】
　補助制度について文化財保
存団体への周知と適切な協議
を進めることができ、文化財
保存伝承活動が継続している
ことから「順調」と判断。

【課題】
　保存団体の高齢化も含め、
活動の収縮や経費の上昇問題
を抱える保存団体に対して、
継続的な支援が必要である。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

順調

　北九州芸術劇場において
は、入場率は目標値に届かな
かったものの、劇場オリジナ
ル作品や話題性のある良質な
作品等の幅広い年代層を対象
とした公演を提供した。
　響ホール事業においては、
国内外で活躍する著名な演奏
家による公演や子どもも楽し
めるコンサート等、幅広いラ
インナップを揃え、目標値を
上回る入場率となった。
　以上、本市の文化振興に寄
与していることから「順調」
と判断。

❹
⑪

　保存団体への周知と適切な
協議を行った。
　各団体とも令和6年度への実
施意欲は高く、文化財の保存
伝承の成果はあったと考えら
れるため「順調」と判断。

順調

3,550

4 ⓫

Ⅲ-2-
 (2)-①

発信力
の高い
文化芸
術の振
興

Ⅲ-2-
 (1)-②

地域に
おける
伝統文
化の発
掘・継
承

文化財保存補
助

5

【劇場・自主事
業】
　エンターテイン
メントから芸術性
の高い作品まで舞
台芸術全般を網羅
し、幅広い年代層
をターゲットに公
演を行う。また、
北九州芸術劇場オ
リジナルの演劇作
品等を制作し、公
演を実施。

【響ホール・自主
事業】
　室内楽専用ホー
ルの特性を生かし
た質の高いコン
サートや響ホール
を拠点として地元
演奏家を積極的に
育てるコンサート
を行う。また、響
ホールからの発信
を意識した、オリ
ジナリティのある
演奏会を実施。

北九州芸術劇
場・自主事業入
場率

910

87,595

1,127

104,668芸術文化活性
化事業

　伝統文化の継承
者や保存団体の活
動を育成・支援
し、市内の伝統文
化を発掘し、次世
代に継承してい
く。

1,020

101,543

文化
企画
課

文化
企画
課

指定無形民俗文
化財保存支援団
体数
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

85 ％ 85 ％

実
績

99 ％ 100 ％

達
成
率

116.5 ％ 117.6 ％

目
標

150,000 千
円

150,000 千
円

実
績

46,561 千
円

67,617 千
円

達
成
率

31.0 ％ 45.1 ％

目
標

17 ％ 17 ％

実
績

29.1 ％ 29.8 ％

達
成
率

171.2 ％ 175.3 ％

目
標

10 万
人

10 万
人

実
績

2 万
人

6 万
人

達
成
率

20.0 ％ 60.0 ％

17.0％
(R3年度
以降毎
年度)

150,000
千円

(R1年度
以降毎
年度)

10万人
(毎年
度)

都市ブランド
「映画の街・北
九州」を広めた
いと思う市民の
割合

83％
(H21年
度)

85％
(毎年
度)

―

6,864

34,550

25,242

89,317
人

(H26年
度)

　来館者の増加を目指し、企
画展を目標（4回）以上開催す
るなどして集客を図った結
果、令和4年度よりも年間来館
者数が増加したため「順調」
と判断。

順調

　松永文庫が多数
所蔵している貴重
な映画資料等を活
用し、企画展やイ
ベントを実施し
「映画の街・北九
州」の魅力発信を
行う。

❽
⑪

文化
企画
課

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

映像製作誘致
強化関連事業

11,984

順調

　松永文庫は、新しいター
ゲット層へのアプローチを強
化し、来館者数の目標を達成
できるよう取組を継続する必
要がある。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

　地域の音楽文化
の向上を図ること
を目的に、クラ
シックコンサート
を中心とした音楽
祭に助成を行うも
の。本音楽祭は、
市制25周年を記念
して始まり、令和5
年度で36回を数
え、本市の秋を彩
る催し物として定
着している。

地域経済への貢
献（直接経済効
果）

年間来館者数

　多くの映画・ドラマ・CM等
の作品の誘致・支援を成功さ
せるとともにオール北九州ロ
ケ映画の完成披露上映会、タ
イBL映画の撮影誘致、舞台挨
拶など、複数の関連イベント
等を実施した。
　経済波及効果は目標を達成
できなかったものの、令和4年
度を大きく上回った。
　また、『都市ブランド「映
画の街・北九州」を広めたい
と思う市民の割合』は、目標
を大きく上回った。
　以上のことから、「順調」
と判断。

6

7

　海外オーケストラや国際
ショパンピアノコンクール優
勝者等、国内外の一流の演奏
家を招いたほか、北九州市出
身のアーティストによるコン
サートを行うなど、多くの方
に音楽の魅力を届けることが
できた。
　加えて、満足度も高い水準
を維持し、本市の文化振興に
大きく寄与していることか
ら、「順調」と判断。

100,000
千円

(H21年
度)

北九州国際音
楽祭

❹
⑪

❽
⑪

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

北九州市国際音
楽祭の満足度

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

32,100

8 7,3718,625 4,900

　映画・テレビド
ラマ等のロケ地誘
致や撮影支援を積
極的に行い、本市
の知名度と都市イ
メージの向上を図
る。
　また、活動成果
の市民との共有
や、「映画の街・
北九州」という都
市ブランドの発信
により、街のにぎ
わいの創出や市民
交流等のまちづく
りにつなげる。

14,300

20,05540,000

順調

1,625

松永文庫企画
事業
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

16 事
業

16 事
業

実
績

16 事
業

16 事
業

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％

目
標

25 件

実
績

103 件

達
成
率

412.0 ％

目
標

30 件

実
績

36 件

達
成
率

120.0 ％

目
標

240,000 人 240,000 人

実
績

187,097 人 117,524 人

達
成
率

78.0 ％ 49.0 ％

目
標

30,000 人 30,000 人

実
績

28,986 人 11,885 人

達
成
率

96.6 ％ 39.6 ％

39,350

245,420
人

(H26年
度)

美術館の入館者
数

11,713
人

(H26年
度)

16事業
(H23年
度)

30,000
人

(R5年
度)

16事業
(毎年
度)

25件
(毎年
度)

北九州市文化振
興基金奨励事業
の補助件数

※指標廃止
（R5年度目標設
定時）

240,000
人

(R5年
度)

111,926美術館企画展
充実事業

36,750

順調

文化
企画
課

107,800

順調

やや
遅れ

　助成団体数は令和4年度と同
数であり、事業にかかる経費
の一部を市が補助すること
で、民間団体による様々な文
化事業が実施された。
　この助成制度によって、地
域・市民レベルにおける文化
活動を支える一定の効果が
あったことから「順調」と判
断。

118,088

コレクション展
の観覧者数

各種文化事業の
実施

【評価理由】
　美術館は入館者数・観覧者
数の目標を達成することがで
きなかったが、展覧会の開催
回数は目標を大きく上回っ
た。
　博物館については企画展・
特別展の入館者数は目標を上
回り、総入館者数も令和4年度
と比べ、増加していることか
ら、「順調」と判断。

【課題】
　今後もより魅力ある展示、
企画展・特別展を開催すると
ともに、国内外の観光客等の
誘致に向け効果的な広報PRを
行う必要がある。

27件
(H21年
度)

11

❹
⑪

9

Ⅲ-2-
 (2)-③

市民が
文化芸
術に接
する機
会の拡
大

芸術文化育成
負担金・補助
金

Ⅲ-2-
 (2)-②

市民の
文化芸
術活動
の促進

5,82539,277

❹

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
美術
館普
及課

　本市の文化水準
の向上及び地域文
化の振興を推進す
ることを目的とし
て、積極的に文化
活動を展開してい
る文化団体等の事
業に対して、助成
を行う。 【評価理由】

　文化団体や市民の活動に対
して助成し、市民の文化芸術
活動の促進に寄与したことか
ら、「順調」と判断。

【課題】
　助成の内容や効果を検証し
ながら、市民が文化に触れる
ことができる事業の実施を推
進していく必要がある。

順調

　より多くの方々にご来場い
ただけるようスイス　プチ・
パレ美術館展を開催するなど
して集客を図ったが、年間入
館者数が目標に満たなかった
ため「やや遅れ」と判断。

39,986

　美術館本館及び
分館において、多
彩で魅力ある企画
展を開催し、本市
の美術・文化の振
興を積極的に推進
する。

10

文化芸術活動に
対する補助件数

※指標追加
（R5年度目標設
定時）

27件
(H21年
度)

30件
(毎年
度)

文化
企画
課

美術
館普
及課

　令和4年度から開始した「文
化芸術活動活性化支援事業」
について、令和5年度は助成の
仕組みを見直し、「一般枠」
「ステップアップ枠」を設け
て公募を実施した。
　市民の自主的な文化芸術活
動を効果的かつ効率的に支援
するとともに、補助件数も目
標値を上回ったことから「大
変順調」と判断。

大変
順調

3,82520,00027,89245,433

　北九州市の文化
水準の向上と地域
文化の振興に資す
ることを目的とし
て、市民の行う芸
術・文化活動等に
対し助成を行う。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

文化芸術活動
に対する支援

❹
⑪
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

450,000 人 500,000 人

実
績

402,819 人 431,278 人

達
成
率

89.5 ％ 86.3 ％

目
標

100 ％ 100 ％

実
績

99.2 ％ 100.0 ％

達
成
率

99.2 ％ 100.0 ％

目
標

2,100 人 2,100 人

実
績

2,695 人 2,971 人

達
成
率

128.3 ％ 141.5 ％

目
標

1,000 件 1,000 件

実
績

460 件 465 件

達
成
率

46.0 ％ 46.5 ％

Ⅲ-2-
(2)-④
文化芸
術の担
い手の
育成

順調 【評価理由】
　いずれの実績も令和4年度を
上回っており、次世代の文化
芸術の担い手となる子どもた
ちに対し、優れた文化・芸術
に触れる機会を提供すること
ができたため「順調」と判
断。

【課題】
　文化・芸術の担い手を育成
していくためには、引き続き
市民が様々な文化・芸術に触
れる機会を確保していくこと
が必要である。
　文学賞についても効果的な
広報を吟味し、応募者数の確
保に努める必要がある。

1,000件
(毎年
度)

9,310応募総数

14％
(H29年
度)

500,000
人

(R5年
度)

参加校の割合

2,500人
(H27年
度)

59,074 55,570

369,711
人

(H24年
度)

570件
(H27年
度)

6,757

100％
(毎年
度)

2,100人
(毎年
度)

博物館総入館者
数

※中期目標改訂
（R5年度目標設
定時）

74,600

9,055

6,701

8,681

6,610

　令和5年3月と12月に常設展
をリニューアルし、さらに魅
力ある博物館としてPRした。
その結果、総入館者数も増加
し、目標の80％を超えたこと
から「順調」と判断。

❹

　企画展・特別展
は、特定のテーマ
を設けて自然史や
歴史に関する展示
を行うことによっ
て、市民が楽しく
学べる場を提供
し、本市の学術文
化の発展を図るも
の。

❹

　将来の文化・芸
術の担い手を育成
し、本市の文化振
興をさらに進める
とともに、シビッ
クプライドの醸成
につなげていくた
め、若者や子ども
たちを中心に優れ
た文化・芸術との
“出会い”の場・
機会を創造してい
く。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
美術
館普
及課

順調

大変
順調

やや
遅れ

順調

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文学
館

教育普及事業へ
の参加者数の増
加

　市内の小学3年生
を対象に、美術作
品の鑑賞他体験型
のプログラムを作
成し、子どもたち
に体験してもらう
ことでシビックプ
ライドの醸成をは
かる。

12 ❹

13

　当文学賞は全国各地から応
募があり、受賞作品は全国的
にも評価が高く、広く周知さ
れている。しかしながら応募
総数は目標を下回ったため、
「やや遅れ」と判断。

26,859

54,412

16,142
美術鑑賞事業
「ミュージア
ム・ツアー」

子どもノン
フィクション
文学賞

　全国の小中学生
を対象に創設した
文学賞。子どもた
ちが体験した出来
事や取材したこと
を「ノンフィク
ション」として書
くことで、人々や
社会への関心をも
つ契機となり、思
考能力や人間とし
ての成長を促す。

❹
⑪

14

15 5,400

市民
文化
ス
ポー
ツ局
自然
史・
歴史
博物
館普
及課

29,214

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

　放課後児童クラブを対象と
したコンサート事業では、コ
ロナ禍以降4年ぶりに、プロの
音楽家が市内放課後児童クラ
ブへ訪問し、クラシックを中
心とした演奏を行った。
　参加者数も目標値を大幅に
上回り、子どもたちが一流の
音楽に触れることのできる機
会を創ったことから「大変順
調」と判断。

25,650

　令和5年度に予定していた学
校のミュージアム・ツアーは
全て開催することが出来たた
め、「順調」と判断。

優れた文化・
芸術との“出
会い”創造事
業

8,725

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

美術
館普
及課

文化
企画
課

文学
館

博物館企画
展・特別展充
実事業

158



令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

500 件 500 件

実
績

407 件 450 件

達
成
率

81.4 ％ 90.0 ％

目
標

100,000 人 100,000 人

実
績

71,325 人 95,252 人

達
成
率

71.3 ％ 95.3 ％

目
標

150,000 千
円

150,000 千
円

実
績

46,561 千
円

67,617 千
円

達
成
率

31.0 ％ 45.1 ％

目
標

17 ％ 17 ％

実
績

29.1 ％ 29.8 ％

達
成
率

171.2 ％ 175.3 ％

10万人
(毎年
度)

順調

51,092

83,161
人

(H27年
度)

漫画ミュージア
ム年間入場者数

「林芙美子文学
賞」作品応募数

―

地域経済への貢
献（直接経済効
果）

100,000
千円

(H21年
度)

都市ブランド
「映画の街・北
九州」を広めた
いと思う市民の
割合

25,242

17.0％
(R3年度
以降毎
年度)

11,984

54,000

150,000
千円

(R1年度
以降毎
年度)

500件
(毎年
度)

Ⅲ-2-
 (2)-⑤

文化芸
術によ
るまち
づくり

56,019

32,100 順調

16

❽
⑪

　応募数は目標に至らなかっ
たが、令和4年度を上回る応募
があり、作品として書き続け
ていく力量を持った書き手に
絞り込まれ、選考委員から一
定の評価をいただいているこ
とから、「順調」と判断。

順調

　年間入場者数は開館以降の
実績の中でも高い数値を達成
しており、ワークショップ開
催回数（62回）についても、
外国人を含む団体旅行客や視
察が増加したことにより、目
標（48回）を上回っているた
め「順調」と判断。

❹

18

17

10,403❹

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文学
館

　「放浪記」、
「浮雲」などの作
品で知られ、特に
短編の名手として
評価の高い林芙美
子の名を冠する文
学賞。
　多くの文学者、
作家を輩出した北
九州市の豊かな文
学的土壌を全国に
発信するととも
に、これから文壇
デビューを目指す
新たな文学の才能
を発掘する。

映像製作誘致
強化関連事業

林芙美子文学
賞

北九州市漫画
ミュージアム
普及事業

【評価理由】
　漫画ミュージアムの年間入
場者数は開館以降の実績の中
でも高い数値を達成してお
り、ワークショップ開催回数
（62回）についても、外国人
を含む団体旅行客や視察が増
加したことにより、目標値
（48回）を上回っている。
　映像製作誘致強化関連事業
は、高い認知度を維持し続け
ていること、また、都市ブラ
ンドとして「映画の街・北九
州」を広めたいと思う市民の
割合について目標を大きく上
回った。
　北九州文学サロンは、来館
者数の目標を達成できなかっ
たが、令和4年度に比べ、来館
者が増加した。
　東田地区の文化施設への来
訪者数が順調に推移してい
る。
　松永文庫の年間来館者数
は、目標を達成できなかった
が、令和4年度実績を大きく上
回った。
　以上のことから、「順調」
と判断。
　
【課題】
　幅広い年齢層及びジャンル
へ向けた事業展開を図ってい
くことで、文化芸術事業にお
ける新しい価値の提供、本市

4,550

順調

14,300

53,490

　映画・テレビド
ラマ等のロケ地誘
致や撮影支援を積
極的に行い、本市
の知名度と都市イ
メージの向上を図
る。
　また、活動成果
の市民との共有
や、「映画の街・
北九州」という都
市ブランドの発信
により、街のにぎ
わいの創出や市民
交流等のまちづく
りにつなげる。

　北九州市漫画
ミュージアムにお
いて、常設展示の
充実・企画展・イ
ベント等の開催を
通じて漫画文化の
普及を目指す。

9,6279,759文学
館

漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

484件
(H29年
度)

　多くの映画・ドラマ・CM等
の作品の誘致・支援を成功さ
せるとともにオール北九州ロ
ケ映画の完成披露上映会、タ
イBL映画の撮影誘致、舞台挨
拶など、複数の関連イベント
等を実施した。
　経済波及効果は目標を達成
できなかったものの、令和4年
度を大きく上回った。
　また、『都市ブランド「映
画の街・北九州」を広めたい
と思う市民の割合』は、目標
を大きく上回った。
　以上のことから、「順調」
と判断。
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

14,000 人 14,000 人

実
績

8,172 人 8,555 人

達
成
率

58.4 ％ 61.1 ％

目
標

10 万
人

10 万
人

実
績

2 万
人

6 万
人

達
成
率

20.0 ％ 60.0 ％

目
標

実
績

27,396 人 29,136 人

達
成
率

228.8 ％ 106.4 ％

　令和5年度の入館者数は
29,136人で令和4年度を上
回っている。また、企画展入
場者の満足度も88.6％と目標
（90％）に対する達成率が
98％を超えているため、「順
調」と判断。

順調23,25011,528

松本清張記念
館研究セン
ター・普及事
業

6,864

9,927

14,000
人

(毎年
度)

松本清張記念館
の入館者数

「北九州文学サ
ロン」の来館者
数

年間来館者数

10,067

前年度
比増
(毎年
度)

89,317
人

(H26年
度)

H28年度
開設

8,625 4,900

58,187
人

(H22年
度)

順調

10,437

松永文庫企画
事業

❽
⑪

19

20

21

❹
⑪

6,400

松本
清張
記念
館事
務局

❹

　松永文庫が多数
所蔵している貴重
な映画資料等を活
用し、企画展やイ
ベントを実施し
「映画の街・北九
州」の魅力発信を
行う。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
松本
清張
記念
館事
務局

　松本清張に関す
るあらゆる資料を
収集・整理し、松
本清張の「人と作
品」を研究する調
査研究・資料収集
事業の実施や研究
誌を発行する。ま
た、松本清張研究
者に奨励金を贈呈
する研究奨励事業
を実施する。
　さらに、企画展
の開催や講演会、
読書感想文コン
クールなどの市民
文芸活動支援事業
を行う。

　文学や北九州市にゆかりあ
る作家に関連するイベントを
計画・実施し、来館者に文学
の魅力を発信することができ
た。本市の文化振興に寄与し
ていることから、「順調」と
判断。

順調

　来館者の増加を目指し、企
画展を目標（4回）以上開催す
るなどして集客を図った結
果、令和4年度よりも年間来館
者数が増加したため「順調」
と判断。

ける新しい価値の提供、本市
ブランドの認知度の向上を
行っていくことが求められ
る。さらにはインバウンド等
の獲得へ向けて、国内外への
情報発信を積極的に行ってい
くことが課題。
　北九州文学サロン事業や日
中詩人会議事業は終了した
が、文芸分野においては、文
学館や松本清張記念館等の文
化施設を中心に、文学や北九
州市にゆかりのある作家を活
かした事業を展開し、「文学
の街・北九州」の魅力の発信
をさらに強化することが必要
である。
　東田地区については、引き
続き文化施設等の連携事業に
取り組み、来訪者増を図る。
　松本清張記念館については
より魅力のある企画展等の開
催を企画するなど、特に若年
層の来館を促す仕組みが必要
である。

11,589

7,371

11,236

10万人
(毎年
度)

前年度比増

前年度
（11,973

人）
比増

文化
企画
課

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

　女性俳句の草分
けである杉田久
女・橋本多佳子な
どのPR・顕彰に取
り組むとともに、
「北九州文学サロ
ン」を拠点とし
て、点在する文学
的素材やさまざま
な文化資源・文化
的取組みをつなげ
る仕組みづくりを
行う。

北九州文学サ
ロン管理運営
事業
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

90 万
人

150 万
人

実
績

158.6
万
人

達
成
率

176.2 ％

目
標

7,000 人 8,750 人

実
績

500 人 3,302 人

達
成
率

7.1 ％ 37.7 ％

目
標

200 人 200 人

実
績

106 人 0 人

達
成
率

53.0 ％ 0.0 ％

6,000

4,650

6,000

10,500
人

（R6年
度）

―

集計中
200万人
（R6年
度）

―

11,050日中詩人会議の
参加者

2,000

　東アジア文化都
市北九州のレガ
シーとして、ま
た、「文学の街・
北九州」のプレゼ
ンス強化と発信、
並びに、国を跨い
だ交流が再スター
トする「ポストコ
ロナ」における新
たな言葉の探求な
どを目的に、北九
州市をフィールド
に、日本と中国の
詩人による対話、
出版、並びに、朗
読会やトークイベ
ントなどの市民交
流事業を行う。

9,800

　東アジア文化都市北九州の
レガシー事業として、中国・
武漢を訪問し、日本と中国の
詩人による交流を行う予定
だったが、中国側の都合によ
り受入れが困難となり、交流
事業が中止となったため、
「遅れ」と判断。

　博物館の常設展リニューア
ル第2弾や東田地区の文化施設
が連携した東田ミュージアム
フェスタ、周遊促進事業を実
施するなど、東田地区を中心
とした文化観光の推進に取り
組んだ。東田地区の文化施設
の来訪者数は順調に推移して
いるが、インバウンドの回復
は途上であるため「遅れ」と
判断。

④
⑧
⓫

北九州市東田
地区ミュージ
アムパーク創
造事業

文化
企画
課

文化
企画
課

④
⓫

日中詩人会議
2023北九州事
業

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

　いのちのたび博
物館を中核に、文
化施設や商業施設
等が連携し、東田
地区を中心に地域
の活性化や観光客
の誘客に向けた取
組を実施する。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

遅れ

6,000

0

遅れ

200人
（毎年
度）

東田地区の来訪
者数（観光客
数）

約7千人
（R1年
度）

東田地区の外国
人来訪者数（観
光客数）

72.7万
人

（H30年
度）

22

23

161



令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

21,000 人 21,000 人

実
績

23,535 人 26,048 人

達
成
率

112.1 ％ 124.0 ％

目
標

15,000 人 15,000 人

実
績

1,867 人 2,639 人

達
成
率

12.4 ％ 17.6 ％

目
標

4,000 人 4,000 人

実
績

1,718 人 1,550 人

達
成
率

43.0 ％ 38.8 ％

目
標

1,000 人 1,000 人

実
績

2,181 人 4,470 人

達
成
率

218.1 ％ 447.0 ％

目
標

11 種
目

11 種
目

実
績

8 種
目

9 種
目

達
成
率

72.7 ％ 81.8 ％

3,574

2,496

1,000人
(毎年
度)

9,000

15,845

8,832

11種目
以上
(毎年
度)

21,000
人

(R1年度
以降毎
年度)

市民スポーツ大
会選手参加者数

4,000人
（R5年
度）

12,371
人

(H26年
度)

14,961

30,367
人

(H26年
度)

1,800人
(H22年
度)

3,354

8,944

3,354

2,4962,600

教室・強化講習
会等の実施

選手強化事業参
加者数

各区における
ニュースポーツ
及びファミリー
スポーツ大会の
参加人数

　「市民皆スポー
ツ」をモットー
に、スポーツ・レ
クリエーションの
普及振興を図り、
市民の健康で明る
い市民生活に寄与
するため、市内全
域で各種大会や行
事を開催。

210人
(H26年
度)

総合型地域ス
ポーツクラブの
会員数

　地域住民の自主
的な運営により、
身近な地域で様々
なスポーツに親し
むことのできる総
合型地域スポーツ
クラブの育成・支
援に取り組む。

　生涯スポーツの
普及・振興のた
め、各区において
スポーツ教室、
ニュースポーツ体
験会などを開催。

❸
④

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

❸
④
⑪

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

Ⅲ-2-
 (3)-①

誰もが
気軽に
スポー
ツに親
しめる
環境づ
くり

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

　多くの市民が参加できる大
会の実施を目指すため、市HP
などを活用した積極的な広報
に努めた。主催者の事情によ
り中止になった大会があるも
のの、大会競技数は回復傾向
にあり、参加者数は目標を大
きく上回ったため、「大変順
調」と判断。

遅れ

　令和4年度と比較して開催行
事数・参加者数ともに回復傾
向にあるものの、目標未達の
ため、「遅れ」と判断。

26

夢・スポーツ
振興事業

25
生涯スポーツ
振興事業

北九州市民ス
ポーツ大会

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

総合型地域ス
ポーツクラブ
育成・支援事
業

❸
④

　トップアスリー
ト等の活用によ
り、オリンピック
選手など国際、全
国大会で活躍す
る、次世代を担う
トップアスリート
を育成するととも
に、スポーツに対
する意欲を醸成す
る。

ス
ポー
ツ振
興課

順調

大変
順調

　開催種目数は令和4年度と比
較し増加した。また、選手強
化事業参加人数は目標を大き
く上回ったため、「大変順
調」と判断。

遅れ

2,900

7,900

大変
順調

4,400

4,650

【評価理由】
　設定した成果指標の目標を
達成していない個別事業があ
るものの、参加者数等で大幅
に目標値を上回る事業もあ
り、全体として「誰もが気軽
にスポーツに親しめる環境づ
くり」が進んでいるため、
「順調」と判断。

【課題】
　新型コロナウイルス感染症
が5類感染症に移行して以降、
さらにスポーツ大会等の開催
が平常に戻り、より多くの市
民が参加できるよう市HP等を
活用した積極的な広報に努め
る必要がある。
　また、地域住民が自主的に
スポーツの場や機会を創り、
地域でのスポーツ環境を充実
させるため、総合型地域ス
ポーツクラブの会員数を増加
させる取組の強化が必要であ
る。

15,000
人

(R1年度
以降毎
年度)

1,491

　交流行事や勉強会等の開催
数は令和4年度と同じ回数を維
持したが、会員数は減少し目
標を下回ったため、「遅れ」
と判断。

24
❸
④

ス
ポー
ツ振
興課

5種目
(H26年
度)

27
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

11.5
億
円

実
績

9.76
億
円

達
成
率

84.9 ％

目
標

1 位 1 位

実
績

23 位 8 位

達
成
率

4.3 ％ 12.5 ％

目
標

50 人 60 人

実
績

36 人 36 人

達
成
率

72.0 ％ 60.0 ％

目
標

30 回 30 回

実
績

43 回 45 回

達
成
率

143.3 ％ 150.0 ％

目
標

3,000 人 3,000 人

実
績

1,608 人 0 人

達
成
率

53.6 ％ 0.0 ％

定員
3,000人
(毎年
度)

2,800

1位
(毎年
度)

3,334

30回
（毎年
度）

―

100人
(R9年
度)

88,304 88,040

3,500

9位
(H28年
度)

3,000人
(H26年
度)

87,893

単年度目標
設定なし

11.5億
円

(R8年度
までに)

―

15人
(H30年
度)

29回
(H26年
度)

ボランティア
リーダー登録者
数

※中期目標改訂
（R5年度目標設
定時）

マラソン大会開
催による経済波
及効果

10.5億
円

(H25年
度)

門司港レトロマ
ラソンの参加人
数

国際・全国大会
等の開催数

・コース：北九州
市役所前～東田地
区～戸畑駅前～東
港～門司港～北九
州国際会議場前
・種目及び参加人
数
マラソン：11,000
名、ペアリレーマ
ラソン：150組300
名、ウィメンズ
20.4：50人、ファ
ンラン（3km又は
5km）：800名

インターネット
でのマラソン大
会全国評価ラン
キング（参加者
7,000人以上の
大会を対象）

Ⅲ-2-
(3)-②
スポー
ツを通
したに
ぎわい
づくり

29

28

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

❸
④
⑧
⑪

　新型コロナウイルス感染症
明けの大会として第11回大会
を開催し、ランナーのおもて
なし等をコロナ禍前の大会水
準に戻せたこともあり、「マ
ラソン大会全国評価ランキン
グ」では8位を獲得できた。
　一方でボランティアリー
ダー登録者数は令和4年度と同
数を維持したものの、「ス
ポーツボランティアリーダー
養成講座の実施」は最小催行
人数に満たず、養成講座自体
実施できなかったため、「遅
れ」と判断。

遅れ

❸
④
⑪

　市内での国際大
会等の開催によ
り、「みる」ス
ポーツの機会の拡
大を図り、多くの
市民のスポーツへ
の関心の向上及び
個々の競技力の向
上等につなげる。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
国際
ス
ポー
ツ大
会推
進室

北九州マラソ
ン開催事業

順調 【評価理由】
　ギラヴァンツ北九州の入場
者数や、スポーツ観戦率等が
目標に届かなかったものの、
国際・全国大会等の開催数は
大幅に改善し、目標値を大き
く上回った。また、サッカー
U-23日本代表戦など大規模国
際大会の開催などにより、北
九州スタジアムの利用実績に
おいても目標を達成している
ことから、「順調」と判断。

【課題】
　コロナ禍が終了し、今後さ
らに国際・全国大会等の開催
数の増加が見込まれることか
ら、円滑な運営ができるよう
適切な支援を行う必要があ
る。
　今後も北九州スタジアムを
はじめとする各スポーツ施設
を活用した「見る」スポーツ
の更なる振興を図ることで、
市民のスポーツ観戦率の向上
に取り組んでいく必要があ
る。

39,500

順調3,650

　門司港レトロマラソンで
は、最少催行人員（2,000
人）を満たさなかったため、
実行委員会において、「中
止」の判断をした。一方で、
国際・全国大会等の開催数は
増加し、目標値を大きく上
回ったため、「順調」と判
断。

国際大会・全
国大会等ス
ポーツ開催

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

94.7 ％

達
成
率

105.2 ％

目
標

7,000 人 7,000 人

実
績

3,613 人 3,857 人

達
成
率

51.6 ％ 55.1 ％

目
標

40 ％ 40 ％

実
績

19.9 ％ 22.9 ％

達
成
率

49.8 ％ 57.3 ％

68,000

35,000

50,986

調査なし

―

40,000

63,729
40％
(毎年
度)

7,000人
(毎年
度)

35,000

ギラヴァンツ北
九州主催試合の
平均入場者数

23％
(H26年
度)

ギラヴァンツ北
九州の市民認知
度

87％
(H26年
度)

3,622人
(H26年
度)

ギラヴァンツ
北九州支援事
業

30
❸
④
⑪

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

90％
(毎年
度)

スポーツ観戦率

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

❸
④
⑪

やや
遅れ

　市民がスポーツを見る機会
の増加を推進する招待事業等
に積極的に取り組んだもの
の、親子招待事業等による観
戦者数や、スポーツ観戦率が
目標に届かなかったことか
ら、「やや遅れ」と判断。

やや
遅れ

31
ホームタウン
推進事業

　本市をホームタ
ウン・準ホームタ
ウンとする、「ギ
ラヴァンツ北九
州」や「堺ブレイ
ザーズ」「福岡ソ
フトバンクホーク
ス」等の市民観戦
事業や、体験教室
の開催など、市民
がスポーツに親し
むきっかけ作りを
実施。

6,575

　ギラヴァンツ北九州主催試
合の入場者数は、J3リーグ18
チーム中、4位の入場者となっ
ており、令和4年度に比べて
200人強増加しているもの
の、目標の7,000人に届かな
かったため、「やや遅れ」と
判断。

3,075

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

　本市のシンボル
チームである「ギ
ラヴァンツ北九
州」を支援するた
め、ホームゲーム
開催経費や遠征費
の一部を補助。
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

5 回

実
績

6 回

達
成
率

120.0 ％

目
標

3 件 3 件

実
績

4 件 3 件

達
成
率

133.3 ％ 100.0 ％

目
標

1 回

実
績

2 回

達
成
率

200.0 ％

54,642

5回
（R4年
度）

1ヶ国又
は1競技
団体以

上
（毎年
度）

54,920

―

14,970

東京2020オリン
ピック・パラリ
ンピック競技大
会、2021世界体
操・新体操選手
権北九州大会の
レガシー構築に
おける各国との
交流回数

※指標廃止
（R5年度目標設
定時）

―

3件
(毎年
度)

各国との交流回
数

※指標追加
（R5年度目標設
定時）

国際スポーツ大
会等の開催

32
❸
④
⑪

大規模国際ス
ポーツ大会等
誘致関係事業

市民
文化
ス
ポー
ツ局
国際
ス
ポー
ツ大
会推
進室

　官民一体となっ
た「誘致委員会」
による積極的な活
動や誘致プロモー
ションを展開し、
大規模国際スポー
ツ大会の試合会場
を本市に誘致する
とともに、誘致前
後のスポーツ交流
や文化交流等の実
施により、生涯ス
ポーツの振興やま
ちの賑わい創りに
寄与する。

54,000

　誘致プロモーションや官民
一体となった誘致委員会によ
る積極的な活動により、サッ
カー女子日本代表のなでしこ
ジャパン国際親善試合、九州
初開催となる「ツール・ド・
九州」、サッカーU-23日本代
表国際親善試合など国内外か
ら注目を集める国際スポーツ
大会を開催することができ
た。また、世界水泳選手権事
前キャンプ地として、ギリ
シャやスウェーデンなど9か国
のチームを受け入れ、水泳教
室に通っている子どもたちと
交流を行ったことから「大変
順調」と判断。

大変
順調

ス
ポー
ツ振
興課

4件
(H27年
度)
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

100 日 100 日

実
績

107 日 103 日

達
成
率

107.0 ％ 103.0 ％

目
標

30,000 人 30,000 人

実
績

31,137 人 19,578 人

達
成
率

103.8 ％ 65.3 ％

104,251104,251

【評価理由】
　文学館の入館者数は目標に
達しなかったが、様々な企画
展を開催できている。
　松本清張記念館について
も、入館者数は令和4年度を上
回り、入場者の満足度におい
ても 88.6％と目標（90％）
に対する達成率が98％を超え
ているため、「順調」と判
断。

【課題】
　より魅力のある企画展の開
催や研究事業の効果的な企画
実施、若年層の来館を促す仕
組み作りなど、市民へ彩りあ
る時を提供する必要がある。

順調

104,251

17,921 17,61320,575

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文学
館

入館者数

30,000
人

(毎年
度)

　北九州市ゆかり
の文学者の業績を
企画展等で紹介す
るとともに、本市
の文芸の振興に功
績のあった文学者
を市内外に発信す
る。

❹
10,741
人(H23
年度)

100日
(毎年
度)

　北九州スタジア
ムは、都心部に人
が集い、にぎわい
あふれる北九州市
の創出を目指し、J
リーグやラグビー
トップリーグなど
の試合、小中高生
のサッカー・ラグ
ビー大会、グラウ
ンド・ゴルフ大
会、子どもたちへ
の芝生開放などに
加え、まちににぎ
わいを生み出すイ
ベントの開催な
ど、市民に夢と感
動を提供できる施
設である。
　施設の適切な維
持管理・運営を実
施することで、
「みる」スポーツ
の機会提供の充実
を図り、スポーツ
を通したまちのに
ぎわいを生み出
す。

「みる」スポー
ツの機会提供の
充実
（グラウンドの
年間利用日数）

―

❸
⑦
⑧
⑪

　入館者数は令和4年度を下
回ったものの、ゆかりの文学
者や著名な絵本作家、世界文
化遺産など、多彩な企画展を
実施できたため、「順調」と
判断。

順調

順調33

市民
文化
ス
ポー
ツ局
ス
ポー
ツ振
興課

北九州スタジ
アム維持管理
事業

文学館普及研
究費

文学
館

　サッカー女子日本代表、U-
23日本代表の国際親善試合
や、Jリーグでのスポーツ利用
に加え、わっしょい百万夏ま
つり、アニソン芸術花火大会
など、様々な形での利用があ
り、まちのにぎわい創出に寄
与した。また、「年間100日
利用」を達成しているため、
「順調」と判断。

2,750

30,950

ス
ポー
ツ振
興課

34

Ⅳ-4-
 (1)-②

偉人・
先人の
顕彰
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

実
績

27,396 人 29,136 人

達
成
率

228.8 ％ 106.4 ％

目
標

150,000 千
円

150,000 千
円

実
績

46,561 千
円

67,617 千
円

達
成
率

31.0 ％ 45.1 ％

目
標

17 ％ 17 ％

実
績

29.1 ％ 29.8 ％

達
成
率

171.2 ％ 175.3 ％

　令和5年度の入館者数は
29,136人で令和4年度を上
回っている。また、企画展入
場者の満足度においても
88.6％と目標（90％）に対す
る達成率が98％を超えている
ため、「順調」と判断。

9,927 11,528

25,242

都市ブランド
「映画の街・北
九州」を広めた
いと思う市民の
割合

松本清張記念館
の入館者数

―

100,000
千円

(H21年
度)

前年度
（11,973

人）
比増

前年度比増

松本清張記念
館研究セン
ター・普及事
業

11,236

11,98414,300

23,250

150,000
千円

(R1年度
以降毎
年度)

17.0％
(R3年度
以降毎
年度)

順調

前年度
比増
(毎年
度)

35 ❹

映像製作誘致
強化関連事業

松本
清張
記念
館事
務局

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

【評価理由】
　映像製作誘致強化関連事業
は、高い認知度を維持し続け
ており、『都市ブランドとし
て「映画の街・北九州」を広
めたいと思う市民の割合』に
関しても目標を大きく上回っ
たことから「順調」と判断。

【課題】
　映像製作誘致強化関連事業
は、引き続き市民・ロケ地に
配慮しながら撮影支援を行う
必要がある。また、さらなる
インバウンドの増加に向け
て、知名度のある海外作品の
誘致を行い、本市の魅力を海
外に発信していくことが重要
である。

順調

　多くの映画・ドラマ・CM等
の作品の誘致・支援を成功さ
せるとともにオール北九州ロ
ケ映画の完成披露上映会、タ
イBL映画の撮影誘致、舞台挨
拶など、複数の関連イベント
等を実施した。
　経済波及効果は目標を達成
できなかったものの、令和4年
度を大きく上回った。
　また、『都市ブランド「映
画の街・北九州」を広めたい
と思う市民の割合』は、目標
を大きく上回った。
　以上のことから、「順調」
と判断。

順調32,100

市民
文化
ス
ポー
ツ局
文化
企画
課

Ⅳ-4-
 (2)-③

都市イ
メージ
の向上

36

　松本清張に関す
るあらゆる資料を
収集・整理し、松
本清張の「人と作
品」を研究する調
査研究・資料収集
事業の実施や研究
誌を発行する。ま
た、松本清張研究
者に奨励金を贈呈
する研究奨励事業
を実施する。
　さらに、企画展
の開催や講演会、
読書感想文コン
クールなどの市民
文芸活動支援事業
を行う。

58,187
人

(H22年
度)

❽
⑪

地域経済への貢
献（直接経済効
果）

　映画・テレビド
ラマ等のロケ地誘
致や撮影支援を積
極的に行い、本市
の知名度と都市イ
メージの向上を図
る。
　また、活動成果
の市民との共有
や、「映画の街・
北九州」という都
市ブランドの発信
により、街のにぎ
わいの創出や市民
交流等のまちづく
りにつなげる。

市民
文化
ス
ポー
ツ局
松本
清張
記念
館事
務局
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

300 件 300 件

実
績

205 件 263 件

達
成
率

68.3 ％ 87.7 ％

目
標

2,460
万
人

実
績

1,785.4
万
人

達
成
率

72.6 ％

目
標

130
万
人

実
績

172.7
万
人

達
成
率

132.8 ％

目
標

976
億
円

実
績

827.3
億
円

達
成
率

84.8 ％

目
標

70
万
人

70
万
人

実
績

3.6
万
人

達
成
率

5.1 ％ ―

140,130

産業
経済
局
MICE
推進
課

　キーパーソン等
へ本市の優位性
（アクセス・施
設・助成金）など
をPRするなどの誘
致活動を展開する
ことにより、本市
での国際会議・大
会等のMICE開催を
目指す。

MICE開催件数 156,320

Ⅳ-4-
(3)-①
国内外
からの
観光の
推進

37
❽
⑨

国際会議等
MICE事業の推
進

MICE
・エ
ン
ター
テイ
ンメ
ント
課

39 ❽
インバウンド
誘致強化事業

観光
課

産業
経済
局観
光課

　外国人観光客数
の本格的な回復に
向けて、周辺自治
体等と連携した各
種プロモーション
や受入環境整備、
宿泊助成等の実施
に取り組む。

外国人観光客数

69.1万
人

（H30年
次）

70万人
（R7年
度）

8,548 42,000

集計中

―

12,400 順調

　令和5年度の国際会議・大会
等の誘致件数（259件）は、
目標（250件）を達成したう
え、令和4年度の件数（256
件）を上回った。
　MICE開催件数に関しては、
目標は達成できなかったもの
の、令和4年度の件数を大きく
上回ったことから「順調」と
判断。

順調
観光客数のうち
宿泊者数

124.6
万人

(R3年)

単年度目標
設定なし

240万人
(R7年)

集計中

―

観光消費額
399億円
(R3年)

単年度目標
設定なし

1,700億
円

(R7年)

9,150

129,524

【評価理由】
　MICE開催件数は、積極的な
誘致活動の成果もあり、徐々
に回復している。
　観光振興推進事業について
も、令和5年度は新型コロナウ
イルス感染症の影響で中止し
ていた工場見学が再開するな
ど、観光客数や宿泊者数、観
光消費額のいずれも令和4年度
を上回ることが見込まれ、令
和7年の中期目標の数字に近づ
いている。
　さらに、外国人観光客数も
令和4年度を上回るプロモー
ション活動を行い回復傾向に
ある。
　以上のことから、「順調」
と判断。

【課題】
　コロナ禍により現地開催と
オンライン配信を組み合わせ
た「ハイブリット型会議」が
主流となりつつあるため、開
催件数だけでなく、来場者数
の回復も注視していく必要が
ある。
　また、観光客が多く訪れる
観光案内所による案内を更に
強化することで、市内周遊を
促進させ観光客数、宿泊者
数、観光消費額の増加につな
げていく必要がある。
　外国人観光客のさらなる誘
致に向け、ターゲットに合わ
せたプロモーションの強化が
必要である。

38
❽
⑪

観光振興推進
事業

観光
課

産業
経済
局観
光課

　エージェント等
へのセールスや観
光プロモーション
の実施、本市の特
性を活かした「産
業観光」「夜景観
光」の推進、観光
案内所等でのおも
てなしの向上等に
より、観光振興を
図る。

観光客数
1,105.3
万人

(R3年)

単年度目標
設定なし

3,000万
人

(R7年)

83,545 91,108 87,119

集計中 40,576

183件
(H20年
度)

300件
(R5年
度)

順調

　令和5年度は工場見学が再開
するなど、観光客数や宿泊者
数、観光消費額のいずれも令
和4年度を上回る見込みであ
り、令和7年の中期目標の数字
に近づいているため、「順
調」と判断。

集計中

―

17,400 やや
遅れ

　令和4年度に比べ外国人観光
客数は増加したと見込まれる
ものの、目標水準を下回るた
め「やや遅れ」と判断。
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

13,000 人 13,000 人

実
績

4,658 人 8,483 人

達
成
率

35.8 ％ 65.3 ％

目
標

2,460
万
人

実
績

1,785.4
万
人

達
成
率

72.6 ％

目
標

130
万
人

実
績

172.7
万
人

達
成
率

132.8 ％

目
標

976
億
円

実
績

827.3
億
円

達
成
率

84.8 ％

Ⅳ-4-
(3)-③
ホスピ
タリ
ティの
向上

41
❽
⑪

観光振興推進
事業

観光
課

産業
経済
局観
光課

　エージェント等
へのセールスや観
光プロモーション
の実施、本市の特
性を活かした「産
業観光」「夜景観
光」の推進、観光
案内所等でのおも
てなしの向上等に
より、観光振興を
図る。

観光客数
1,105.3
万人

(R3年)

単年度目標
設定なし

3,000万
人

(R7年)

―

観光客数のうち
宿泊者数

124.6
万人

(R3年)

―

観光消費額
399億円
(R3年)

単年度目標
設定なし

1,700億
円

(R7年)

―

91,108 87,119

日本新三大夜
景都市ブラン
ドを活用した
夜型観光促進
事業

観光
課

産業
経済
局観
光課

　夜型都市として
の本市のブランド
を活かした旅行会
社向けプロモー
ションや観光客向
けイベント等を実
施することで、本
市の夜型観光を促
進し、更なる誘客
を図る。

夜景観賞クルー
ズ・ツアー等の
夜景観光客数

7,000人
(H27年
度)

13,000
人

（R5年
度）

16,234 順調

【評価理由】
　工場夜景クルーズの参加者
数（5,297人）は特別企画等
の実施により、平成30年度の
過去最高（5,659人）に迫る
勢いであった。また、「北九
州プレミアム夜景フェス」等
の実施により、夜景観光客数
は令和4年度より4,000人近く
増え、目標にかなり近づいた
ことから、「順調」と判断。

【課題】
　夜景観賞クルーズ・ツアー
は民間事業者による実施のた
め、本市としてはPRの面で支
援し、利用者増につなげてい
く必要がある。

順調

　令和5年度は工場見学が再開
するなど、観光客数や宿泊者
数、観光消費額のいずれも令
和4年度を上回る見込みであ
り、令和7年の中期目標の数字
に近づいているため、「順
調」と判断。

順調

【評価理由】
　令和5年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響で中止して
いた工場見学が再開するな
ど、観光客数や宿泊者数、観
光消費額のいずれも令和4年度
を上回る見込みである。令和7
年の中期目標の数字に近づい
ているため「順調」と判断。

【課題】
　観光客が多く訪れる観光案
内所による案内を更に強化す
ることで、市内周遊を促進さ
せ観光客数、宿泊者数、観光
消費額の増加につなげていく
必要がある。

14,150 順調

　工場夜景クルーズの参加者
数（5,297人）は特別企画等
の実施により、平成30年度の
過去最高（5,659人）に迫る
勢いであった。また、「北九
州プレミアム夜景フェス」等
の実施により、夜景観光客数
は令和4年度より4,000人近く
増え、目標にかなり近づいた
ことから、「順調」と判断。

単年度目標
設定なし

240万人
(R7年)

9,150

Ⅳ-4-
(3)-②
にぎわ
いづく
りによ
る集客
交流産
業の拡
充

40
❽
⑪

10,000

集計中

集計中

集計中

83,545

9,272
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令和5年度　行政評価の取組結果（都市ブランド創造局）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

事業
評価

局施策
評価

施策番号
・施策名

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組
No.

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

評価の理由
R5年度

旧所管
課名

人件費
（目安）R5年度主要

事業
所管
課名

R4年度 R5年度
局施策評価の理由及び課題

R5年度R4年度

【Check】　評価　 ／　【Action】　改善【Plan】　計画　 ／　【Do】　実施

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績）

目
標

710,000 人 710,000 人

実
績

549,409 人 618,165 人

達
成
率

77.4 ％ 87.1 ％

順調

【評価理由】
　有料観光施設の利用者数
は、令和4年度と比べ12.5％
増加した。門司港レトロ地区
の企業等においても来客の増
加傾向にあるため、「順調」
と判断。

【課題】
　コロナ禍後の市域全体のイ
ンバウンド受入件数について
は回復率の遅れを指摘されて
いる。
　今後の本格的なインバウン
ドの需要増加に向けて、門司
港レトロ地区の滞在時間及び
観光消費額の増加を目的とし
た回遊性の向上や老朽化した
施設の改修等に取り組む必要
がある。

順調

　有料観光施設の利用者数実
績が令和4年度比12.5％増と
なっており、実績数値も目標
値の87.1％となっているた
め、「順調」と判断。

718,783
人

(H29年
度)

71万人
(毎年
度)

Ⅴ-1-
(3)-④
広域観
光拠点
の整備

42 ❽
門司港レトロ
リニューアル
事業

門司
港レ
トロ
課

産業
経済
局門
司港
レト
ロ課

　門司港レトロ地
区において、さら
なる魅力向上施策
を推進し、観光客
誘致や観光消費額
の増加を促進す
る。

有料観光施設の
利用者数

712,191 465,864 450,801 38,250
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